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はじめに
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開催日時 ：7月15日 (土) ～7月16日 (日) 10:30̃17:00

会場 ：WITH HARAJUKU（東京都渋谷区神宮前1-14-30）

対象 ：小学生

参加費 ：無料

主催 ：認定NPO法人グリーンバード、日本財団

協賛 ：甲子化学工業株式会社、日清紡テキスタイル株式会社、

 ニチモウ株式会社、株式会社UACJ、Lenzing AG VEOCEL ™

協力 ：WITH HARAJUKU

参加者数 ：合計 約2,500人

ここ近年、子供たちの”海離れ”が深刻となっています。
2019年に実施した意識調査では、10代の約4割が
「この1年、海に行っていない」と回答しました。

海水浴や潮干狩りの経験も減るなど、
年々、海との関わりが薄くなっています。

この理由の一つに、海洋汚染が挙げられます。

しかし、この海を汚している原因が、

自分たちの暮らす街のゴミであることを
まだ多くの子供たちは知りません。

こうした中、これからの未来を担う子供たちが、
どうすれば海に興味関心を抱き、

環境問題を身近に感じることができるか?

そこで私たちは2018年の夏、

海の環境問題と夏休みの自由研究を掛け合わせた

イベント「海の自由研究フェス」を立ち上げました。

5回目の開催となる今回は

原宿駅前の商業施設をジャック。

過去最大のコンテンツをラインナップし、

2日間で2,500人が参加しました。



コンテンツ
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マイクロプラスチックで
アクアドームを作ろう！

ホタテの貝殻で
海の世界を作ろう！

MSC認証を学んで
紙粘土でお魚を作ろう！

ウニの貝殻で
ランプを作ろう！

アルミ缶で
プランターを作ろう！

シーグラスで
カメのチャームを作ろう！

地球にやさしい漁網で
マイバッグを作ろう！

＜海のワクワク体験講座ワークショップ一覧＞

＜特別ゲストによるトークショー＞

＜他施設内コンテンツ＞



ワークショップ

＜地球に優しい漁網で、マイバックを作ろう！＞

＜ホタテの貝殻で海の世界を作ろう！＞

＜ウニの貝殻でランプを作ろう！＞

ゴーストギアや生分解性について学び、

オリジナルの漁網バッグを作りました。

(協力：ニチモウ株式会社)

ホタテの生態や廃棄問題について学び、

シーグラスやレジンで海の世界を作りました。

(協力：甲子化学工業株式会社)

ウニの生態系について学び、ウニの貝殻でランプを作りました。

(協力：KOKOPELLI +)
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＜アルミ缶でプランターを作ろう！＞

＜シーグラスでカメのチャームを作ろう！＞

＜マイクロプラスチックでアクアドームを作ろう！＞

＜MSC認証を学んで、紙粘土でお魚を作ろう！＞

ワークショップブース

アルミニウムの環境優位性について学び、

空き缶を使ってプランターを作りました。

(協力：株式会社UACJ)

ウミガメの生態や環境被害について学び、

シーグラスとレジンを使ってチャームを作りました。

マイクロプラスチック問題について学び、

マイクロプラスチックを使ってアクアドームを作りました。

魚の乱獲、MSC認証、ASC認証について学び、

紙粘土と絵の具を使ってマグロとカツオを作りました。
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トークショー

＜トークショー＞

＜海のビンゴラリー＞

＜みんなで作ろう！海のごみアート＞

さかなのおにいさん かわちゃんとWOWキツネザルによるトークショーを2日間で5回開催。

海の生き物の秘密や環境問題について、楽しく分かりやすく解説しました。

海の生き物のイラストの

ビンゴを実施。館内6箇所に

パネルを配置し、施設の

周遊コンテンツとしました。

景品としてさかなのおにいさん 

かわちゃんのイラストを載せた

缶バッヂをプレゼント。

実際の海のプラスチックゴミを

使って5mのゴミアートを

作りました。
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スポンサー企業

【株式会社UACJ】 【日清紡テキスタイル株式会社】

【レンチンク◌゙AG】

【WITH HARAJUKU】

【甲子化学工業株式会社】

【ニチモウ株式会社】

東京都千代田区に本社を置くアルミニウム圧延メー

カー。アルミニウム圧延品（板製品）の生産能力は年
間100万トンを超え、日本国内では最大手、世界では
米国アルコア社とノベリス社に次ぐ第3位の会社です。

1969年創業の東大阪にあるプラスチックメーカー。

病院やオフィス、コンビニで利用される様々な製品の
パーツや生活雑貨などを開発・生産しています。
ホタテ由来の新素材「カラスチック」を開発。

紡績会社としてスタートし、

現在ではエレクトロニクス、ブレーキ、精密機器、
化学品、繊維、紙製品、不動産まで

幅広く事業を展開するBtoB企業です。

1892年創業のオーストリアの繊維メーカー。

テンセルやモダールといった環境に優しい繊維・
生地の開発や製造がメインビジネスとなっています。

1910年創業の漁網メーカー。漁網以外にも様々な商品

を取り扱うようになり、1972年に商号を変更、現在の
水産専門商社「ニチモウ株式会社」となリました。
漁網で初のバイオマス成分70%配合の製品を開発。

今回の会場となる、『未来を紡ぐ“たまり場”』を

コンセプトに作られた複合型商業施設。原宿エリア
では最大規模の商業施設となっています。

展示ブースやサンプリング、

ワークショップの運営など

各協賛企業と協働し

イベントを盛り上げました。
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アンケート結果

＜参加者アンケート＞

4.4 / 5 4.3 / 5

【ワークショップの満足度】 【イベント全体の満足度】

ワークショップの前の講義も、真剣に聞いて、

一生懸命メモっていましたし、家に帰ってからも

学んだことを説明していました。

勉強にもなり、可愛い作品ができて親子共々大満足です！

企業ブースでゴミの再利用や生分解性プラスチックに

ついて詳しく学べて楽しかったです。

はじめに関連する海洋に関する説明の時間を

設けてくださっていたので、親子共々勉強になりました。

ただやるだけではなく、子供達のアレンジ力というか、

自由にやらせてもらえたこともありがたかったです。

様々な企画のワークショップがあり、

子供も大人も楽しめました。

また、どのワークショップもスタッフの方々と

海に関する活動についてお話しさせていただき、

とても勉強になりました。

これからもずっと開催してほしいです。

1年生の為、初めての自由研究に参加できました。

製作の前に色々な情報を聞く事ができ、

興味を持って作品を作る意味を知りながら取り組めて、、

凄く良かったです。

本人もとても楽しみながら自分だけの海の世界を作れた!!と

とても喜んで、想い出の一つとなった様です。

制作内容は子供が全て自分でできる内容で、

達成感がありました。

また、ただ作るだけでなく海のこと、生き物のこと、

環境のことを学ぶことができとてもいい経験になりました。

ただ作成するだけでなく、

紙芝居にて、まず原因や対策方法を学ぶなど、

身近に取り組みができることまで一連で体験でき、

子供にとっても理解度が増したと感じます。

イベント参加後、スーパーに海のエコラベルがはってある商

品を探しに行き、購入し食べました！

作ったバッグを気に入って外出する度に使っています。

とびうおやの漁網のことを知ることもでき、

興味関心が広がりました。

企業ブースでゴミの再利用や

生分解性プラスチックについて詳しく学べて楽しかった。

とても楽しいイベントでした。

もっと多くの人に知ってもらえれなと思います。

漁網でマイバッグは三次募集で応募しましたが、

カッコよく、丈夫で、最後は分解されるという

とても良い内容で大満足でした。

さかなクンに興味を持ち始め、何か自分にできることはない

のかな？と子供が考え始めた時だったので、

このようなワークショプに参加できてよかったです。

プラゴミ拾いからのワークショップは

思うところもあったようで勉強になりました。

＜参加者の声＞
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館内掲示物 

＜イベント全体受付・正面入口大型ビジョン＞

＜①→②→③の順番でコマ送り＞

①

② ③
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＜館内コンテンツ紹介パネル (B1)＞

＜協賛企業ブース円柱サイン (特注サイズ)＞

＜トークショー用バックパネル＞

館内掲示物 
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館内掲示物 

＜ビンゴ用パネル (B0)＞

＜「海のビンゴラリー」ビンゴカード (ハガキサイズ)＞
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配布製作物

＜海の学習ノート (A5)＞

＜来場者配布用チラシ (B5)＞＜海の学習シート (A4)＞
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